
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
、
安
川
Ａ

チ
ー
ム
を
破

っ
て
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
頼
成
光
寿
会
チ
ー

ム
の
優
勝
は
第
三
回
の
光
寿
会
Ｃ

チ
ー
ム

（武
部
則
行

・
林
孝
雄

・
八

田
茂
興
）
、
第
四
回
光
寿
会
Ａ
チ

ー
ム

（林
喜
興
志

・
林
孝
進

・
八

日
政
夫
）
に
つ
い
で
、
こ
れ
が
三

度
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
光
寿
会
が
準
備
当
番
、

前
日
夕
方
の
テ
ン
ト
設
営
か
ら
、

当
日
の
準
備
後
片
付
け
ま
で
、
役

員

・
有
志
が
心
を
合
わ
せ
て
協
力

し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
い
か
る

ぎ
館
に
て
祝
勝
を
か
ね
た
反
省
会

が
あ
り
、
二
時
過
ぎ
来
年
の
健
闘

を
誓

っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

公立名
Ｂチ
ロムが
見事
優勝

二
位
は
安
川
Ａ

般
老
連
主
催
会

杯
争
奪
第
六
回

ペ
タ
ン
ク
大
会

・が
、
快
晴
に
恵
ま

れ
た
十
月
十
九

ヽ
「

日
、
般
若
中
学
校

ごずy眩几饉蒻鰺

ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続
き
林
振
興

会
長
、
村
岡
市
議
ら
の
始
球
式
が
行
わ

れ
た
あ
と
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

光
寿
会
か
ら
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
公
文
名
Ｂ
チ
ー
ム

（島
道
成
。
林
甚
松
・
島
照
子
）
が
決
勝

青
団
が
三
位

紫
団
は
振
る
わ
ず

光
寿
会
会
員
大
い
に
頑
張
る

快
晴
に
恵
ま

れ
た
十
月
五

日
、
第
三
十
四

回
地
区
民
運
動

会
が
庄
東
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
頼
成
は

青
団
が
光
寿
会
会
員
の
老
人
パ
ワ

ー
が
原
動
力
と
な

っ
て
見
事
二
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
紫
団
は
意
外

に
振
る
わ
ず
残
念
な
が
ら
最
下
位

と
な
り
ま
し
た
。
紫
団
は
平
成
十

三
年
、
四
年
お
い
て
平
成
十
七
年

と
優
勝
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
サ

イ
ク
ル
で
行
け
ば
来
年
平
成
二
十

一
年
が
優
勝
の
年
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

当
日
は
、
昨
年
度
発
足
し
た
般
若
地
域
防
災
組
織
の

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、
救
命
救
急
レ
ー
ス
が
新
種
目
と
し
て

登
場
し
ま
し
た
。

市
老
運

作
品
展
に
秀
作
二

点

十
月
九
日

・
十
日
、
市
老
連
大
会
に
あ
わ
せ
て
開
催

さ
れ
た
作
品
展
に
当
会
か
ら
八
田
了

一
さ
ん
の
水
彩

画
、
北
條
蘇
春

↑
さ
は
こ
さ
ん
の
竹
工
芸
の
二
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
作
を
紙
上
で
紹
介
し
ま
す
。

募
二

岬

の

つヽ

た

つ

わ

　

　

　

　

あ
ぶ

　

　

　

　

　

　

ひ

よ

り

素
落
啜
い
て
掟
の
涸
春
の
口
れ
か
な

林
　
奉
月
子

縮煽ｒ慰攣けけ”いい義ぼ

;∬ S量

大会場全景

ツワブキ

ツワとも言う

北
條
蘇
春

「竹
工
芸
」

八
日
了

一

「風
景
」

増
え
る

「
認
認
介
護
　
」

さ
人
，
　
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
二
〇
〇

る
　
　
　
七
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
在
宅
で

｝
鶴

　
勧
麟
県
蜘
“
塚
勅
切
肺
賜
Ｆ
」
鍛
権
¨
一
脚
枇

占
め
る
な
ど
、

「老
老
介
護
」
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
核
家
族
化
で
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

が
増
え
、
自
然
と
介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
高
齢
者
に

な
っ
て
い
る
現
状
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
す
。

老
老
介
護
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
以
前

か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に

深
刻
な

「認
認
介
護
」
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
が
認
知
症
の
配
偶
者
を
介
護
す
る

「認
認
介
護
」
は
、　
一
方
の
認
知
症
が
軽
い
う
ち
は
な
ん

と
か
自
立
し
た
日
常
生
活
が
可
能
な
た
め
、
周
囲
も
気
づ

か
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
し
て
い
つ
の
ま

に
か
双
方
と
も
重
い
認
知
症
と
な
っ
て
共
倒
れ
と
い
う
悲

惨
な
状
況
に
落
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
認
知
症
予
防
の

一
番
手
軽
で
有
効
な
方
法
は
、
外
出
を
し
て
人
と
交
わ
る

こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭

へ
で
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
　
毎
月
第
二
水
曜
日
　
い
か
る
ぎ
館
）



隧

酎
憂
開
諦
鯛
蒙
３

て
、
地
域
の
美
化

・
緑
化
に
貢
献
さ
れ
た
光
寿
会

元
会
長

林
年
春
さ
ん
が
、

「文
化
の
日
の
表
彰
」
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

般
若
Ｇ
Ｇ̈秋季
選手
権
で上
位
独
占

林
義
夫
さ
ん

一
位

・
島
道
成
さ
ん
二
位

十
月
十
二
日
庄
東
小
学
校
で
行
わ
れ
た
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で
、
当
会
会
員
の
林
義
夫
さ
ん
が

一
位
、

島
道
成
さ
ん
が
二
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
秋
の
光
寿

会

一
泊
旅
行
は
、
十
月
十

四
日
、
三
十
二
名
の
会
員

を
募
り
、
下
頼
成
バ
ス
停

よ
り
出
発
し
、
七
月
五
日

開
通
し
た
長
さ
十

一
ｍ
で

ま

っ
す
ぐ
な
距
離
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
、
傘
の

必
要
と
な

っ
た
ひ
る
が
の

高
原
Ｓ
Ａ
で
昼
食
を
摂

り
、
十
四
時
に
ホ
テ
ル
郡

上
八
幡
に
着
き
ま
し
た
。

け
ゝ
耕
理
腱
電
景
知
酬
鵬
翻
　
一

見
物
さ
れ
る
方
と
郡
上
町
並
　
・一

み
を
散
策
さ
れ
る
二
派
に
分
　
一

か
れ
ま
し
た
が
、
宴
会
は
全

　

．

員
揃
い
、
会
長
挨
拶
か
ら
始
　
一

ま
り
、
男
女
歌
手
の
美
声
に
　
一

聞
き
惚
れ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
　
一

と
と
き
を
酒
宴
と
カ
ラ
オ
ケ

で
過
ご
し
ま
し
た
。
二
十

一

時
か
ら
は
ホ
テ
ル
の
舞
台
付
近
で
、
本
場
郡
上
の
師
匠

の
手
解
き
で
踊
り
を
習
い
、
上
手
な
踊
り
手
に
は
免
許

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
十
五
日
は
板
蔵
ラ
ー
メ
ン
で
見
学
と
試
食
を

し
、
紅
葉
に
染
ま

っ
た
快
晴
の
中
、
十

一
時
半
過
ぎ
に
上
高
地
バ
ス
駐
車
場
手

前
百
房
ま
で
に
着
き
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
観
光
バ
ス
と

登
山
客
で
大
混
雑
で
し
た
が
、
清
流
梓

川
を
川
沿
い
に
歩
い
て
、
河
童
橋
の
両

を
新
鮮
な

の
空
気
と

で
表
現

可
能
な
自

の
美
し
さ

10月の浮世亭は第3水曜が光寿会の一泊旅行と重なっ

たため、 22日 の第4水曜に変更し、午前中は大画
面ビデオ「地区民運動会」を鑑賞しました。

午後は正信偶 93行日から100行 日、善導上人の教えについて学び書写しました。
善導上人は観無量寿経に深く心惹かれ、その中に書かれている葦提

希夫人 (ぃだぃけぶにん)の苦悩と悟りの物語によって、多くの庶民に弥陀

の本願を分かりやすく説かれました。善導上人は浄土真宗の祖親鸞が

篤く崇敬の念を抱かれた高僧の一人です。

また当日は北條蘇春さんから丹精された飾リカボチャ40個あま
り、開田紀子さんからきれいな菊の花をを頂戴し、皆さんにお分けし

ました。

次回は11月 19日
(水曜日)です。

10時 ころより席亭の話『身近な
地名を楽しむ  ―となみ ? :ま
んにゃ ? らんじょ?―など』
午後 1時半  「正信掲書写」
お気黎手講 あ費食下さ口喰。

光寿会秋の一泊旅行

に
見
と

れ
な
が

ら
、
サ

ル
と
カ

モ
の
お

出
迎
え

の
な
か
、

約
五
十

分
ほ
ど

の
散
策

を
楽
し

み
ま
し

た
。そ
の

後
、
赤

か
ぶ
の

里
で
昼

食
を
摂

り
、
シ

ヨ
ツ
ピ

ン
グ
を

楽
し
み
、

最
後
に

源
の
ま

す
寿
し

に
立
ち

寄

っ
て

見
学
と

試
食
を

し
、
夕

方
六
時

こ
ろ
全

員
無
事

に
頼
成

地
内
に

帰
着
し

ま
し
た
。

（林
勉

一
記
）

お

く

や

み

八
田
　
昇
吾
　
様

十
月
二
十

一
日
死
去

享
年
　
数
え
年
八
十
四
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

■計
・・
4


